
上毛線再生基本方針（案）に関する意見募集の実施結果  

上毛線再生協議会  

 

◇意見募集期間   平成２９年１０月２３日（月）～平成２９年１１月２２日（水）  

◇意見提出者数    ４名  

◇意見の件数    １２件  

 

 

意見の要点  意見に対する考え方  

①デマンドタクシーと上毛電鉄を絡め

て移動手段が広域で可能なことを PR す

るとともに、自転車の乗り捨ての仕組み

を無人駅に導入してはどうか。  

 

 

②運転士育成に研修費を自己負担して

もらって募集を行ったり、寄付金をつの

ったり、鉄道ファンにお金を落としても

らう手法はどうか。  

 

 

③上毛電鉄を利用している高校生を中

心にアイデアを募ってみたらどうか。  

 

 

④JR や他の私鉄など他社からの車両を

購入できないか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①～③  

上毛線再生基本方針素案では、沿

線市及び群馬県が引き続き必要な公

的支援を行うとともに、利用促進に

関する取り組みも行うこととしてお

ります。上毛電鉄の PR、運転士育成

やアイデア募集等に関する内容につ

いては、貴重なご意見として、上毛

電鉄へ伝えさせていただくととも

に、自転車等の二次交通については

今後の検討課題とさせていただきま

す。  

 

 

 

 

④車両更新については、中古車両の

導入についても検討を行いました

が、他社の車両更新時期や車両長の

違いなどから導入は難しいと考えま

す。また、維持費や耐用年数などを

考慮するとともに、現在運用中の

700 形を含めた全体的な車両管理の

観点から、次期経営再建計画におい

ては新造による車両更新が妥当であ

ると考えております。  

 取りまとめの都合上、いただいた意見を要約し、上毛線再生協議会の考え方

を説明しています。  

 なお、方針に直接反映しないご提言・ご意見等については、今後の取組みの

参考にしてまいります。  

 大変貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。  



⑤東武鉄道を上毛線へ乗り入れさせ、最

新鋭の東武５００系「Ｒｅｖａｔｙ」も

活用し沿線から東京への利便性を確保

してはどうか。  

 

 

 

⑥各駅ホームに敷設されている視覚障

碍者の移動に資するための誘導ブロッ

クについて、損傷が目立ち、機能してい

ない箇所が多くあるため、早急に各駅に

対し現行規格の内方線付き誘導ブロッ

クを整備することが求められる。  

 

 

 

 

 

⑦移動制約者に対する情報保障の観点

から、各車両への号車番号の表示（車内

扉上の路線図掲示箇所及び車外）、客室

扉への点字表示の実施並びにプラット

ホーム乗車位置に対しても号車番号表

示及び扉番号の表示があると良い。  

 

 

⑧上毛線再生協議会は、市民有識者・総

合交通政策コーディネーター・大学教授

等を加えて「地方公共交通確保維持改善

事業」に則る「法定協議会」に移行する

ことを提案する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤東武鉄道と上毛電鉄の信号保安設

備等の規格やホームの長さが異なる

など、技術的及び費用的な課題も多

いと認識しております。  

 

 

 

⑥内方線付き誘導ブロックの整備に

ついて、上電各駅は高齢者、障害者

等の移動等の円滑化の促進に関する

法律（バリアフリー法）における設

置対象にはあたりませんが、貴重な

ご意見として、上毛電鉄へ伝えさせ

ていただくとともに、誰でも利用し

やすい鉄道となるよう上毛電鉄とと

もに検討していきたいと考えており

ます。  

 

⑦貴重なご意見として、上毛電鉄へ

伝えさせていただきます。  

 

 

 

 

 

 

⑧上毛電鉄の輸送安全性向上や経営

再建を促進するための公的支援を効

果的に行うため、今後も群馬県及び

沿線市で構成する上毛線再生協議会

において、学術関係者等の専門的な

アドバイスもいただきながら、地域

の重要な交通機関である上毛線の維

持存続を図っていきたいと考えてい

ます。  

 

 

 

 

 



⑨上毛電鉄上泉駅に南口を開設し、乗降

客の利用促進を提案します。  

 

 

 

 

 

⑩マイクロライブラリーを無人駅構内

に展開できないか検討するなど、駅空間

ならびに駅周辺地区を地域住民にとっ

て有用なものにし、鉄道駅を近隣住民の

交流拠点として政策的に位置付けてい

くことも重要である。  

 

 

⑪「ＴＤＭ（交通需要管理）」策による

「モーダルシフト」策を実行するため、

日中を除いて運転区間を３分割（西桐生

～赤城・新里、赤城・新里～大胡、大胡

～中央前橋）し、「モードチェンジポイ

ント」設置、上毛電鉄からそのまま路線

バスに乗り継ぎできるフリー切符の発

売、サイクルトレインを拡大しバイクも

積載できるようにするなどの策を講じ

ることを提案する。  

 

 

⑫上毛電鉄のＬＲＴ（ライトレールトラ

ンジット）化に対する諸策を講じ、「モ

ードチェンジポイント」および「パーク

＆ライド」施設を建設し前橋・大間々・

桐生の中心市街地にクルマが流入しな

いようにする「ＴＤＭ（交通需要管理）」

策および「ＴＯＤ（公共交通指向型都市

開発）」策を行い、マイカーから上毛電

鉄へ利用をシフトさせる策を推進する

ことを提案する。  

 

 

 

⑨開設整備には多くの費用がかかる

ため、費用対効果を考慮しながら慎

重に検討を進める必要があると考え

ております。貴重なご意見として、

総合的に検討できるよう沿線自治体

及び上毛電鉄へ伝えさせていただき

ます。  

⑩～⑫  

駅周辺の交流拠点化やモーダルシ

フト策、ＴＤＭ（交通需要管理）や

ＴＯＤ（公共交通指向型都市開発）

等の考え方については、利用者増加

に向けて重要であると認識しており

ます。貴重なご意見として、総合的

に検討できるよう沿線自治体及び上

毛電鉄へ伝えさせていただきます。  



 


